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死亡統計を基に、それぞれSIR (Standardized incidence ratio)、SMR (Stan




















(95%CI: 5.4-20.6)、女性で21.5 (95%CI: 9.8-40.7)といずれも一般人と比較し
有意に高値であった。 
HCC発生に対する予測因子としては全患者、女性ともにアルブミン値が独立した
因子であった。 
【結論】PBC患者においてはHCCの発生率および死亡率が一般人と比較して非常
に高く、特にアルブミン値が低値の患者ではハイリスクである。低アルブミン
値の患者では治療の選択肢が限られるが、より早期の発見により選択肢が広が
り、予後の改善につながる可能性があるため、特に低アルブミン値のPBC患者に
対しては、HCC早期発見のためのより慎重なモニタリングが望まれる。  
 
